
私立大学研究ブランディング事業
「オープンプラットフォームが開く関大の東アジア文化研究」
関西大学アジア・オープン・リサーチセンター

 本ワークショップは、Wikipediaに登録されている
外国語の記事を和訳したり、外国に関する新しい記事を
Wikipedia日本語版で執筆したりする方法について、
実践的に学び、人文系研究者による研究成果発信の
実践の機会となることを目標としています。

2020年3月13日（金）
10:30～16:45（10:00開場）
関西大学総合図書館
（関西大学千里山キャンパス）

ワークショップ趣旨説明
菊池信彦（KU-ORCAS特命准教授）

※参加者は、各自ノートパソコンをご持参ください（必須）。
※事前にウィキペディアアカウントを作成してお越し下さい(必須)。
※図書館内の開架資料の利用は可能ですが、
ご自身が翻訳したい言語に関する辞書もご持参いただくことを推奨します。

※本ワークショップは、関西大学アジア・オープン・リサーチセンター（KU-ORCAS）が主催し、
パブリックヒストリー研究会の共催として実施します。

本ワークショップは、
2020年11月の
「ウィキペディア・アジア月間」
に向けた準備ワークショップです。

プログラム

10:30̃10:45

スペインやバスク地方に関する
日本語記事の翻訳公開活動と、
図書館における
Wikipediaタウンの現状
Asturio Cantabrio（ウィキペディアン）

10:45̃11:15

閉会の挨拶

11:15̃12:30 英日翻訳活動の実際と、 
研究者・学生向けの
記事執筆方法の解説
北村紗衣（武蔵大学准教授）

12:30̃13:30 休憩

13:30̃16:45 ワークショップ 
参加者が各自で記事翻訳・
執筆を行う 
Asturio Cantabrio、北村紗衣両氏が
サポーター役

16:45̃16:50

日時

場所

ワークショップ

参加費無料
事前申込必須

お申し込みは
コチラから➡ お問い合わせ先

関西大学
研究所事務グループ
(以文館）　

〒564-8680 吹田市山手町 3-3-35
TEL:06-6368-1834　　
FAX:06-6368-0235
E-mail：ku-orcas@ml.kandai.jp


